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はじめに

2 ＜学校部活動と地域クラブ活動の違い＞

・学校が主体となって行う
・基本的に学校の中で実施
・複数校による合同部活動の導入や、
部活動指導員等の地域の人材の活用
（地域連携）を推奨

学校部活動

・地域が主体となって行う
・多様な場所で実施
（公共施設や民間施設、学校など）
・多世代・多種目な活動

地域クラブ活動



はじめに

3 ＜なぜ部活動改革が必要か＞

全国で少子化が深刻化

●各部活動の人数減

→練習ができない

→大会に出場できない

●中学校の部活動設置数減

→やりたい活動が学校にない



はじめに

4 ＜長崎市の部活動の現状＞

○ 長崎市36中学校に約8,400名の生徒が在籍

○ 18種目の運動部活動、11種目の文化部活動

○ 全生徒の72％にあたる約6,000名が部活動に加入

○ 少子化、学校の小規模化

○ 部員不足、教職員や指導者の不足
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5 ＜文化庁検討会議提言（令和４年８月９日手交）＞
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6 ＜文化部活動の特徴として＞

・活動によって大きく状況が異なる。

（規模、練習頻度、コンクール出場や応募、会場、物品……）

・文化関連の総括組織がない。

・（中学生を対象とした）文化活動団体や指導者リスト等がなく、

把握が難しい。
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7 ＜R4, R5の方向性として＞

１ 情報収集
・他の自治体等の実施状況

・全日本吹奏楽連盟の登録規定・大会規定の改定（R5.1月他）
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8 ＜ R4, R5の方向性として＞

１ 情報収集
・（参考）全日本合唱連盟の場合
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9 ＜ R4, R5の方向性として＞

２ 文化部地域移行についての情報交換

３ 市の施設を利用した地域文化クラブ設立の検討

→設立に係る楽器等の費用、指導者、会場等の課題

４ 各中学校への情報提供

５ 地域の文化団体等への情報提供

６ 高等学校や大学等への情報提供

→ 部活動地域移行関係者協議会（R4.10月～）

→ 総括コーディネーター（R5.4月～ 健康教育課に1名配置）



情報収集で見えてきたこと・・・・・・

○ 吹奏楽部は 「違う」
→「規模」「楽器」「練習」「大会」「移動・運搬」「指導者」・・・

○ 生徒・保護者や学校のニーズ
→活動中の部は、必ずしも合同化や地域移行化を求めて
いない

○ 中学校以外の認知度は低い
→指導者確保 ・ 新たな受け皿の開拓 が必要

＜ R5, R6の方向性として＞

中学校 文化部活動地域移行の方向性について
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11 ＜ R5, R6の方向性として＞

指導者確保 ・ 新たな受け皿の開拓 に向けて…

★ 文化部の合同化・地域移行化を前向きに検討している学校

・ 山里中学校
・ 桜馬場中学校、片淵中学校、長崎中学校

★ 長崎県文化活動指導者等人材リストの活用

★ 文化団体等への情報提供

推進校への協力、連携と情報提供

★ 生涯学習課の公民館講座等の人材（リスト）との連携

→市として拠点校方式や近隣校合同による部活動実施を検討




